
＜入札及び契約の過程に係る苦情処理結果の公表＞ 
 
１ 苦情申立日 
  令和８年 10 月７日 
 
２ 苦情申立人 
  株式会社甲斐組 
 
３ 苦情申立ての対象となる工事名 
  工事名 西漁１ 小田原特定漁港漁場整備事業(公共)人工リーフ整備工事(債務負担) 
 
４ 苦情の概要 
    同種工事の施工実績として当社が提出した工事の実績には、消波ブロックの製作及び

海上据付を内容とする消波工が含まれている。これを護岸の施設区分に属することを理
由に認めないのであれば、なぜ防波堤等の施設区分に属する施工実績が本件工事の施工
能力の確認に必要なのか、その技術的根拠を具体的に説明されたい。 

 
５ 苦情処理状況の概要 
  苦情申立人に対し、次のとおり回答した。 

本工事における同種工事の実績について、入札公告兼入札説明書の工事別発注概要書
では「平成２８年４月１日以降に国又は地方公共団体が発注した、海上部において作業船
を使用した潜堤工（人工リーフ工）、離岸堤工、防波堤工、防波堤基礎工のいずれかの工
事を元請（共同企業体の場合は代表構成員）として受注し、完成した実績を有すること。」
と記載し、対象となる工種を特定しています。 

  同種工事の実績として貴社から提出のあった書類を確認したところ、その工事は、入札
公告兼入札説明書の工事別発注概要書に記載するところの対象となる工種ではありませ
んので、資格要件を満たしていないとしたものです。 

なお、本工事が作業船による沖合での工事であることを踏まえ、潜堤工（人工リーフ工）
のほか、離岸堤工、防波堤工、防波堤基礎工の工事を同種工事とし、透明性及び客観性の
観点から対象となる工種を限定していることを申し添えます。 

 


